
せんｒモデル動物と非モデル動物との対比による栄養バランスへの適応機構の解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

                                             

         

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 ～千里ライフサイエンス新適塾～ 
 「脳はおもしろい」第 55 回会合 

 

『ストレスに適応する脳と適応できない脳  

― 個体差を生み出す分子・神経基盤』 

 
  講 師 :  内田 周作 （うちだ しゅうさく） 先生 

東京科学大学 総合研究院 難治疾患研究所  

統合ストレス医科学分野 教授 
 

日 時 ： 2026 年 12 月 15 日（火） 17：30～20：00 

  会 場 : 千里ライフサイエンスセンタービル 

講演会 ： 17：30～19：00 ６階千里ルーム A（WEB 配信併用）  

懇談会 ： 19：00～20：00 ５階または６階会場 

懇談会を予定しております。是非会場にお越しください。 

参加費 : 講演会、懇談会とも無料 

１． 参加登録  事前申込のみとします。（締切：2026 年 12 月９日（水）正午） 
２． 募集定員  会場参加 80 名、オンライン参加 200 名 
３． 参加希望者は、当財団ホームページの「参加申込・受付フォーム」からお申し

込み下さい。  URL： https://www.senri-life.or.jp/event/6561 
４． オンライン参加登録者には開催日の前日までに参加方法をお知らせします。 

＊オンデマンド配信は予定しておりません。 

コーディネーター： 古川 貴久  （大阪大学 蛋白質研究所 教授） 

山本 亘彦  （大阪大学 名誉教授） 

 

主  催 ： 千里ライフサイエンス振興財団 

〒560-0082 大阪府豊中市新千里東町１丁目４番２号 

           千里ライフサイエンスセンタービル１３階 

E-mail ： ono-2024@senri-life.or.jp  TEL ： 06-6873-2006 

WEBsite： https://www.senri-life.or.jp 
  

 

https://www.senri-life.or.jp/event/6561
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新適塾「脳はおもしろい」第 55 回 

ストレスに適応する脳と適応できない脳 ― 個体差を生み出す分子・神経基盤 

内田 周作 （うちだ しゅうさく） 

東京科学大学 総合研究院難治疾患研究所 統合ストレス医科学分野 教授 

 

講演要旨 

ストレスに直面したとき、私たちの脳はどのように適応するのでしょうか。同じストレスを

経験しても、柔軟に適応できる個体がいる一方で、心身の不調に至る個体もいます。本講

演では、この「ストレス適応の個体差」が生まれる仕組みについて、動物モデルを用いた研

究から明らかになってきた分子・神経回路基盤を紹介します。特に、ストレスに対する脳内

分子応答や神経回路の変化、さらに社会的環境が脳の適応力に及ぼす影響に焦点を当て

ます。これらの知見を通して、ストレスに耐えるだけでなく、ストレスから回復し、変化に適

応する脳の仕組みを考え、神経精神疾患の理解や予防につながる新たな可能性について

議論します。 
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講師略歴 

2005 年 東京農業大学大学院 博士後期課程 修了 

2005 年 山口大学大学院医学系研究科精神医学講座 助手（のちに助教） 

2011 年 ラトガース大学博士研究員、海外学振兼任 

2013 年 山口大学医学部附属病院精神科神経科 講師 

2018 年 京都大学大学院医学研究科メディカルイノベーションセンター 特定准教授 

2023 年 名古屋市立大学大学院医学研究科統合解剖学講座 准教授 

2025 年 東京科学大学 難治疾患研究所 教授 

 


